
豊中ローズ球場

「高校野球発祥の地・豊中」で
市民球場のナイター設備をLED化

6基のLED照明塔により（写真では2基が見える）均斉度の高い照明環境が確保されたグラウンド。近隣に大阪国際空港があるため全国からのアクセス性にも優れる 照明塔の光害対策LED投光器は灯数を6割に抑えつつ
JIS規格クラスⅡ（全灯時）を満たす照度を実現

グレア抑制や照度分布図などシミュレーションを重ね、
1台ごとに角度調整されたLED投光器

バックネット裏に設置された
スコアボード表示システム

LED化されたエントランス照明 新設された「高校野球発祥の地・豊中ミュージアム」

改修にあたって座席も一新されたメインスタンド

1968年に開設された豊島公園野球場（愛称：豊

中ローズ球場）は、1996年に「高校野球発祥の

地・豊中」のメモリアル球場として再整備。バック

スクリーンやナイター設備も有する公式試合球場

となり、全国高等学校野球選手権大阪府大会や

プロ野球ウエスタン・リーグ戦などが開催されて

いた。今回の大規模改修工事では、老朽化対策

や安全対策が実施され、施設内の全照明を

LED化。ナイター設備もLED投光器に一新された。

また、球場内に「高校野球発祥の地・豊中ミュー

ジアム」が新たに開設されている。

豊中市都市活力部スポーツ振興課の山村憲二

課長は「夏の全国高校野球の前身である『全国

中等学校優勝野球大会』の第1回、第２回大会

が開催された豊中グラウンドは大正末期に廃止

されたが、『高校野球発祥の地・豊中』にふさわ

しい球場として豊中ローズ球場の改修工事を

行った。豊中市は行政運営の基盤としてシビック

プライドの醸成を挙げており、その一つが『高校

野球発祥の地』。空港に近く、アクセス性に優れ

た球場を都市活力の核と捉え、官民の協働で育

てていこうと考えている。豊中市立文化芸術セン

ターや豊中つばさ公園『ma-zika』とともに、地

域のにぎわい創出につなげたい」と語る。

● 光害対策LED投光器　● 照明制御システム
● 野球場スコアボード表示システム
● LED照明器具　● 放送設備　● 低圧分電盤

主な納入設備
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豊中ローズ球場
（豊島公園野球場）

明るい昼間でも視認性の高いフルカラーLEDスコアボード
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https://www2.panasonic.biz/jp/lighting/outdoor/floodlight/owlbeam/?utm_source=web&utm_medium=code&utm_campaign=report55
https://www2.panasonic.biz/jp/densetsu/bs/light_control/?utm_source=web&utm_medium=code&utm_campaign=report55
https://panasonic.co.jp/ew/peweg/business/baseball.html?utm_source=web&utm_medium=code&utm_campaign=report55
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